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藺牟田瀬戸架橋が連結 薩摩川内市・甑島 
 「甑はひとつ」をスローガンに島民一丸となって運動を続けてきた悲願が現実に―。薩摩川内

市の中甑島と下甑島を結ぶ「藺牟田瀬戸架橋」は３月２０日に最後のコンクリートが流し込まれ

連結，三つの島はついに“陸続き”となった。全面開通へ向け残りの工事が急ピッチに進んでい

る。 

 ２３日，現場を訪ねた。県道鹿島上甑線を南下，平良と黒浜の二つのトンネルを抜けると海へ

と伸びる道が現れた。まだ舗装されていない橋の上では心地よい海風が頬を伝う。やがて海面か

ら約２３㍍もある一番高い部分に到着。工事用の大型クレーンが立つ傍らで，作業員らは橋りょ

う用防護柵の土台造りに汗を流していた。県北薩地域振興局建設部甑島支所の小脇博文技術補佐

は，「海峡部分特有の潮流や冬場の季節風に阻まれ工期が延びるなど，難工事だった」と振り返

る。 

 大きな期待を寄せる同市鹿島町の無職梶原五郎さん（69）だが，「診療所再編で常駐する医師を

上甑島と下甑島の各１カ所に集約する話がある。鹿鳥住民の場合は，上か下のどちらに行くかが

重荷になる」と神妙な面持ち。甑島ホテル旅館組合の石原功一会長（43）は，開通することで島

内に滞在する時間が長くなり，宿泊日数も増えることを期待する。「橋を使ったハーフマラソンや

サイクリングレースを開催できるかも」と，３島陸続きのメリットを生かすアイデアは尽きな

い。 

 島民が長い年待ちわびた“夢の掛け橋”の供用開始は１０月初旬の予定。  （橋口実昭） 
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